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た
と
え
ば
、
足
利
市
に
お
い
て
て
、
人
口
五
万
二
千
四
百
余
人
、
世
帶
数
一
万
九
百
余
、
栃
木
市
は
人
口
に
お
い
て
は
そ

れ
よ
り
も
一
万
人
少
く
、
世
帶
数
も
八
千
六
百
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
得
税
賦
課
基
準
所
得
は
一
人
当
り
足
利
市
に
お
い

て
は
三
千
二
百
六
十
一
円
、
栃
木
市
で
は
四
千
六
百
円
と
な
つ
て
い
る
。
又
一
世
帶
あ
た
り
か
ら
見
れ
ば
、
足
利
市
は
一
万

五
千
五
百
七
十
五
円
な
る
に
、
栃
木
市
に
お
い
て
は
二
万
二
千
八
百
九
十
三
円
に
な
つ
て
い
る
。
そ
の
他
の
近
隣
都
市
と
の 

徴
税
の
要
て
い
は
、
公

適
正
な
る
課
税
決
定
に
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
し
か
る
に
栃
木
市
及
び
隣
接
四
市
町
村

は
、
人
口
、
世
帶
数
そ
の
他
主
要
な
る
基
準
よ
り
検
討
す
る
も
、
余
り
に
不
公

且
つ
過
大
な
所
得
税
が
従
来
賦
課
せ
ら
れ
て

来
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
栃
木
税
務
署
の
担
当
者
が
お
の
れ
の
功
績
を
上
げ
る
た
め
、
栃
木
市
及
び
下
都
賀
郡
に

お
い
て
妥
当
な
る
所
得
税
賦
課
を
越
え
、
過
大
な
徴
收
を
断
行
し
、
無
理
に
お
の
れ
の
成
績
を
上
げ
て
、
ま
も
な
く
栄
転
し

て
い
つ
た
こ
と
に
基
因
す
る
。
そ
の
当
時(

昭
和
二
十
一
、
二
年
度)

よ
り
栃
木
市
な
ど
の
一
般
業
者
等
は
実
に
死
の
苦
し
み

の
中
に
あ
り
と
い
う
も
過
言
で
は
な
い
。 

、
、

栃
木
市
及
び
下
都
賀
郡
下
の
所
得
税
徴
收
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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比
較
に
お
い
て
も
栃
木
市
は
非
常
に
不
公

に
し
て
且
つ
不
利
な
立
場
に
あ
る
こ
と
は
別
表
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

又
こ
の
問
題
は
、
市
町
村
に
対
す
る
平
衡
交
付
金
割
当
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
栃
木
市
及
び
そ
の
隣
接
四
市
町
村
の
窮
状

見
る
に
忍
び
ず
、
速
や
か
に
こ
れ
が
不
公

の
是
正
と
、
こ
れ
と
表
裏
を
な
す
同
市
等
に
対
す
る
平
衡
交
付
金
割
当
額
増
加

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

こ
の
比
較
は
、
も
と
よ
り
人
口
、
世
帶
数
等
の
点
の
み
よ
り
は
判
断
し
え
な
い
と
す
る
も
、
そ
の
他
の
状
態
あ
る
い
は
物

価
等
、
ほ
と
ん
ど
大
差
な
き
地
方
否
、
む
し
ろ
他
の
都
市
の
方
が
好
條
件
に
惠
ま
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
。
又
実
際
上
こ
の

過
酷
な
重
税
に
四
苦
八
苦
し
て
廃
業
せ
ん
と
あ
え
ぐ
市
町
村
民
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
充
分
な
る
調
査
と
こ
れ
が
速
や

か
な
是
正
を
な
す
を
要
す
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
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